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御
挨
拶

Ｆｍ

冠
緊

一

一

一

有
為
会
会
誌
第
六
十
一
号
発
刊
に
寄
せ
て
一
言
御
挨
拶
を
述
べ
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な
く
半
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
有
為
会
関
連
で
は
、
仙
台
興
譲
館
は
じ
め
仙

台
支
部
の
皆
様
や
米
沢
に
お
い
て
も
人
的
被
害
が
無
か
っ
た
の
は
不
幸
中
の
幸
い
で
し
た
が
、
我
妻
記
念
館
の
損

傷
な
ど
の
直
接
的
被
害
だ
け
で
な
く
、
畜
産
、
農
業
へ
の
風
評
被
害
も
あ
り
、
復
興
へ
の
道
の
り
も
容
易
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
Ｈ
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

先
日
、
震
災
発
生
直
後
に
四
十
時
間
か
け
て
被
災
地
に
入
っ
て
以
来
、
ほ
ぼ
四
ヶ
月
近
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
続
け
て
き
た
友
人
と
会
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
奈
良
県
生
ま
れ
で
阪
神
大
震
災
の
被
災
者
で
も
あ
る
彼
が
一
言

う
に
は
、
被
災
地
や
避
難
所
で
の
東
北
人
の
礼
儀
正
し
さ
、
忍
耐
強
さ
は
関
西
人
に
と
っ
て
は
驚
き
で
あ
り
、
心

打
た
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
の
時
思
い
出
し
た
の
は
、
「
日
本
人
と
い
う
病
」
（
河
合
隼
雄
著
）
と
い
う
本
に
書
か
れ
た
（
そ
れ
は
阪
神
大

ノ

名
誉
会
長
上
杉

邦
1.

鍔
〃r,A,



い
辛
翫
牛
９
ｒ

末
筆
な
が
ら
、
有
為
会
の
益
々
の
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
・
弥
栄
を
祈
念
し
て
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
［

７Z。

震
災
後
の
こ
と
に
つ
い
て
で
し
た
が
）
「
震
災
直
後
は
あ
ま
り
に
シ
ョ
ッ
ク
が
大
き
い
と
、
自
分
を
守
る
た
め
に
そ

れ
を
感
じ
な
い
よ
う
に
と
い
う
本
能
が
働
く
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
時
間
が
経
つ
と
と
も
に
巨
大
な
悲
し
み
に
襲

わ
れ
る
。
従
っ
て
、
む
し
ろ
今
の
方
が
最
も
辛
い
時
期
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
遠
く
離
れ
た
地
に
住
む
人
達
か

ら
は
被
災
者
へ
の
共
感
が
薄
れ
て
い
き
、
そ
こ
に
心
理
的
な
壁
が
出
来
て
し
ま
う
」
と
い
う
文
で
し
た
。

忍
耐
強
い
と
い
わ
れ
る
東
北
の
被
災
者
が
、
今
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
時
、
私
た
ち
に
何
が
出
来
る
か
を
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
「
頑
張
ろ
う
日
本
」
の
掛
け
声
も
い
い
の
で
す
が
、

「
頑
張
れ
」
と
言
う
よ
り
「
明
け
な
い
夜
は
無
い
」
「
止
ま
な
い
雨
は
無
い
」
と
い
う
言
葉
の
方
が
被
災
者
を
元
気

付
け
る
に
は
良
か
っ
た
と
先
の
友
人
が
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
被
災
者
の
悲
し
み
に
真
蕊
に
向
き
合
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
心
理
的
な
壁
で
は
な
く
緋
を
築
く
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

勿
論
精
神
的
支
援
だ
け
で
な
く
物
的
支
援
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
を
侯
ち
ま
せ
ん
。
現
在
有
為
会
で
は
、
被

災
地
の
復
興
と
被
災
者
へ
の
支
援
の
お
役
に
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
義
損
金
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
会
員
の
皆

様
か
ら
の
篤
い
ご
支
援
を
得
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
郷
土
と
の
緋
を
繋
ぐ
意
味
か
ら
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
恩



本
年
六
月
二
十
五
日
開
催
の
総
会
な
ら
び
に
同
月
三
十
日
開
催
の
理
事
会
に
お

い
て
、
下
篠
前
会
長
の
後
を
受
け
て
新
た
に
会
長
に
就
任
し
た
須
貝
で
す
。
下
僚

前
会
長
の
約
八
年
間
に
わ
た
る
貢
献
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
会
長
と

し
て
の
新
た
な
任
務
の
重
さ
を
考
え
る
と
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で

・
す
。

当
米
沢
有
為
会
は
、
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
明
治
二
十
二
年
に
伊
東
忠

太
先
生
を
は
じ
め
と
し
た
六
名
の
有
志
が
創
立
し
て
以
来
、
多
く
の
先
輩
諸
氏
に

よ
り
連
綿
と
受
け
継
が
れ
、
一
昨
年
百
二
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
激
動
の
世
代
を
乗
り
越
え
て
き
た
そ
の
歴
史
の
重
さ
に
改
め
て
標
と
さ
せ
ら

れ
る
思
い
で
す
。

会
長
あ
い
さ
つ会

長
須
貝
英
雄



一号

当
会
本
来
の
目
的
で
あ
る
、
「
育
英
事
業
そ
の
他
の
学
術
お
よ
び
文
化
の
振
興

な
ど
に
関
す
る
事
業
を
行
う
」
こ
と
の
精
神
に
沿
っ
て
日
々
活
動
を
展
開
中
で
す

が
、
そ
の
中
で
も
特
に
、
現
在
、
公
益
社
団
法
人
の
認
定
を
め
ざ
し
た
活
動
を
鋭

意
推
進
中
で
す
。
私
た
ち
の
努
力
が
認
め
ら
れ
、
幸
い
公
益
社
団
法
人
に
認
定
さ

れ
た
後
も
、
新
た
な
定
款
に
沿
っ
て
公
益
法
人
に
ふ
さ
わ
し
い
活
動
実
績
を
残
す

必
要
が
あ
る
こ
と
等
多
く
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
し

て
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
こ
れ
ら
の
諸
課
題
を
着
実
に
こ
な
し
な
が
ら
新
た

な
米
沢
有
為
会
の
発
展
の
た
め
、
会
員
皆
様
お
よ
び
役
員
皆
様
方
の
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
次
第
で
す
。



動
一
報
一
告

ほ
体
蕊
震

｜
、
定
時
総
会
の
報
告

㈱
米
沢
有
為
会
の
第
一
二
三
回
定
時
総
会
は
、
平
成
二
十
三
年

六
月
二
十
五
日
（
土
）
十
四
時
’
十
㎡
時
十
汎
分
、
ホ
テ
ル
サ
ン

定
時
総
会
及
び
付
帯
催
事
に
関
す
る
報
告

孔

ル
ー
ト
米
沢
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

開
会
に
当
た
り
、
去
る
三
月

十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
の
被
災
者
に
対
し
黙
祷
に

よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
童
し
た
。

そ
の
後
、
下
降
泰
生
会
長
及
び

副
会
長
の
安
部
三
十
郎
米
沢
市

長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
定
款
第
一
四
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
会
長
が
議
長

と
な
り
、
開
会
を
宣
言
し
て
直

ち
に
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
平
成
二
十
二
年
度
事
業
・
業
務
報
告
の
件

配
布
の
米
沢
有
為
会
会
報
（
以
下
「
議
案
書
」
と
い
う
。
）
記

載
の
「
平
成
電
十
二
年
度
事
業
・
業
務
報
行
」
に
沿
っ
て
平
山
英

三
総
務
部
長
よ
り
説
明
及
び
報
告
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
と
の
主
な
違
い
は
、
震
災
に
よ
っ
て
、
東
京
、
米
沢
問
の

交
通
が
途
絶
え
た
こ
と
に
よ
り
、
奨
学
生
の
面
接
と
東
京
興
譲
館

の
入
寮
面
接
を
米
沢
支
部
に
依
加
し
て
行
っ
た
こ
と
、
仙
台
興
誠

館
の
入
寮
面
接
を
四
月
半
ば
に
行
っ
た
こ
と
、
奨
学
生
決
定
の
理

事
会
を
三
月
に
行
い
三
月
中
に
奨
学
生
採
否
の
連
絡
を
行
っ
た
こ

と
な
ど
で
す
。
な
お
、
奨
学
生
の
追
加
募
集
を
行
い
ま
し
た
が
応

募
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

第
三
号
議
案
平
成
二
十
三
年
度
事
業
・
業
務
計
画
（
案
）
の
件

議
案
書
記
戦
の
「
平
成
二
十
三
年
艇
事
業
・
業
務
計
画
（
案
）
‐

第
二
号
議
案
平
成
二
十
二
年
度
決
算
及
び
監
査
報
告
の
件

議
案
書
記
載
の
一
平
成
二
十
二
年
度
決
算
報
告
書
」
に
沿
っ
て
、

鈴
木
信
之
財
務
担
当
理
事
よ
り
説
明
及
び
報
告
が
あ
り
、
ま
た
、

西
鐸
美
一
監
事
よ
り
聴
査
報
告
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。



第
四
号
議
案
平
成
二
十
三
年
度
収
支
予
算
（
案
）

議
案
書
記
載
の
「
平
成
墨
十
三
年
度
収
支
予
算
（
案
盲
に
沿
っ

て
鈴
木
信
之
財
務
担
当
理
事
よ
り
説
明
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

に
つ
い
て
平
山
総
務
部
長
か
ら
全
般
の
説
明
が
あ
り
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
六
号
議
案
役
員
選
任
の
件

平
山
総
務
部
長
か
ら
議
案
書

配
布
後
、
一
名
の
候
補
者
か
ら

推
薦
辞
退
の
申
し
出
が
あ
っ
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
、
こ
の
一
名

を
除
く
候
補
者
に
付
き
個
別
に

採
決
し
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も

議
決
権
行
使
害
に
－
１
｜
｜
名
の

反
対
が
あ
っ
た
の
み
で
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
ｃ

〈
現
行
定
款
に
基
づ
く
役
員
の
改
選
（
任
期
に
平
成
二
十
三
年
六

月
三
十
日
か
ら
二
年
間
、
た
だ
し
、
公
益
認
定
さ
れ
移
行
す
れ
ば

そ
れ
ま
で
）
〉

理
事
安
部
三
十
郎
、
安
部
英
夫
、
石
原
俊
一
、
梅
津
幸
保
、
大

滝
則
忠
、
貝
沼
孝
二
、
加
藤
国
雄
、
甲
園
信
、
上
村
勤

二
、
菅
野
美
三
、
菅
野
憲
幸
、
小
山
泰
、
佐
藤
穀
、

柴
田
孝
、
須
貝
英
雄
、
鈴
木
幸
一
、
鈴
木
信
之
、
情

野
文
男
、
高
橋
勉
、
種
村
信
次
、
手
塚
修
、
中
川
紘

一
、
沼
津
研
。
、
平
山
英
三
、
米
野
宗
禎
、
御
供
政
敏

（
以
上
君
六
名
）

J』

第
五
号
議
案
公
益
認
定
田
請
の
件

平
山
総
務
部
長
か
ら
公
益
認
定
準
備
委
員
会
の
こ
れ
ま
で
の
検

討
経
緯
と
議
案
書
記
載
の
「
定
款
の
変
更
の
案
」
、
「
公
益
社
団
法

人
米
沢
有
為
会
会
員
規
程
（
案
）
」
及
び
「
公
益
社
団
法
人
米
沢
有

為
会
総
会
運
営
規
則
（
案
ど
の
説
明
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
本

案
は
定
款
四
六
条
に
定
め
る
定
款
の
変
更
に
必
要
な
四
分
の
三
以

上
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
．

な
お
、
新
定
款
附
則
第
二
項
に
記
載
す
る
代
表
理
事
で
あ
る
会

長
及
び
副
会
長
は
、
第
六
号
議
案
の
一
で
選
任
き
れ
た
理
事
の
互

選
で
選
ば
れ
る
会
長
及
び
副
会
長
で
第
六
条
の
二
で
選
任
き
れ
た

新
定
款
に
よ
る
理
事
で
も
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
を
確
認
の
上
、

一
議
決
し
ま
し
た
。



す
べ
て
の
議
事
が
終
了
し
た
後
、
退
任
理
事
を
代
表
し
て
下
催

泰
生
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
改
選
さ
れ
た
理
事
、

監
事
が
紹
介
さ
れ
、
代
表
し
て
須
貝
英
雄
副
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ

り
、
閉
会
し
ま
し
た
。

第
七
号
議
案
議
案
決
議
効
力
発
生
の
件

議
案
各
号
の
総
会
議
決
に
つ
い
て
の
行
政
機
関
へ
の
叩
諦
、
搬

記
の
申
請
の
際
に
普
類
の
訂
正
を
求
め
ら
れ
た
場
合
、
本
総
会
議

決
の
趣
旨
の
範
囲
内
で
訂
正
す
る
こ
と
を
理
躯
会
に
委
任
す
る
旨

の
議
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

〈
新
定
款
に
基
づ
く
役
員
の
選
任
（
新
定
款
が
公
益
認
定
さ
れ
た

後
、
登
記
に
よ
り
任
期
が
開
始
す
る
。
）
〉

理
事
梅
津
幸
保
、
貝
沼
孝
二
、
加
藤
国
雄
、
甲
園
信
、
小
山

泰
、
佐
藤
毅
、
須
貝
英
雄
、
鈴
木
信
之
、
種
村
信
次
、

手
塚
修
、
沼
鶴
研
一
、
平
山
英
三
、
米
野
宗
禎
（
以
上

十
三
名
）

監
事
伊
藤
秀
太
郎
、
西
漂
築
一
（
以
上
二
名
）

藍
事
伊
藤
秀
太
郎
、
中
際
良
文
、
西
浮
芙
一
、
本
多
和
彦
（
以

上
四
名
）

会
務
報
告

（
一
）
議
案
書
記
載
の
参
考
資
料
「
一
二
○
周
年
事
業
収
支
報
告

書
一
に
つ
き
中
川
紘
一
事
務
局
長
か
ら
説
明
が
あ
り
了
承

さ
れ
ま
し
た
。

（
二
）
東
日
本
大
震
災
義
援
金

の
応
募
状
況
（
途
中
経

過
）
が
報
告
さ
れ
、
応

募
者
六
十
名
、
応
募
金

額
五
○
五
、
○
○
○
円

（
六
月
二
十
二
日
現
在
）

で
し
た
。

（
三
）
甲
画
信
仙
台
支
部
長
か

ら
人
地
震
に
よ
る
仙
台

興
譲
館
寮
の
建
物
及
び

寮
生
に
被
害
が
な
か
っ

た
こ
と
、
並
び
に
支
部

会
貝
の
被
災
状
況
の
詳

細
は
調
査
中
だ
が
、
人

命
に
か
か
わ
る
被
災
は

無
か
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
ａ

一
『



二
、
功
労
賞
、
特
別
顕
彰
表
彰
式

本
年
度
の
産
業
功
労
、
特
別
顕
彰
と
し
て
次
の
方
々
に
決
定
、

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
度
の
教
育
功
労
に
つ
い
て
は
該
当
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

総
田
ん
ぼ
花
の
里
李
山
殿

平
成
十
四
年
任
意
団
体
「
田
ん
ぼ
花
の
里
李
山
・
」
を
組
織
し
、

「
米
の
生
産
か
ら
脱
却
し
そ
れ
に
代
わ
る
新
た
な
作
物
を
模
索
、

且
つ
地
域
の
生
計
を
立
て
て
い
く
事
」
を
課
題
と
し
て
活
動
を
始

め
、
平
成
一
・
卜
一
年
に
株
式
会
社
と
し
て
法
人
化
し
た
。

活
動
と
し
て
ま
ず
荒
れ
た
休
耕
田
を
両
ぴ
活
か
す
べ
く
、
付
加

価
値
性
の
問
い
花
升
類
の
栽
培
に
着
手
し
た
結
果
、
周
年
生
産
体

制
を
確
立
し
た
他
、
高
齢
化
し
た
地
域
の
人
々
の
活
性
化
へ
と
蝶

が
っ
た
。

食
の
多
様
化
・
健
康
志
向
と
い
う
近
年
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対

し
て
は
そ
の
変
化
を
柔
軟
に
捉
え
、
米
粉
麺
の
販
売
を
い
ち
早
く

実
践
し
、
そ
の
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
米
の
消
費
拡

大
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
現
在
で
は
市
内
全
小
中
学
校
の
給
食
で

利
用
さ
れ
る
等
、
多
方
面
へ
と
可
能
性
を
広
げ
て
い
る
。

ま
た
、
県
特
産
品
な
が
ら
も
米
沢
で
は
周
知
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
啓
翁
桜
を
数
年
前
か
ら
栽
培
し
、
祭
り
や
卒
業
式
シ
ー
ズ
ン
の

学
校
等
の
イ
ベ
ン
ト
、
公
共
施
設
等
で
の
腿
示
・
販
売
を
行
っ
た

結
果
、
現
在
で
は
市
民
へ
の
周
知
拡
大
、
季
節
の
風
物
詩
と
し
て

無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
ま
で
価
値
を
高
め
る
と
と
も
に
、
生

市
の
工
業
振
興
に
お
い
て
も
多
大
な
貢
献
を
果
た
し
て
い
る
。

○
産
業
功
労
賞

米
沢
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
殿

持
続
発
展
が
可
能
な
地
域
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
を
Ｈ
指
し
、

米
沢
地
域
の
情
報
化
戦
略
策
定
と
地
域
価
値
の
創
出
を
Ｈ
的
と
し

て
平
成
十
三
年
十
月
に
設
立
さ
れ
た
。

米
沢
地
域
の
産
業
界
や
山
形
大
学
工
学
部
だ
け
で
な
く
、
地
域

行
政
、
金
融
機
関
、
地
元
医
師
会
と
も
連
携
し
、
新
し
い
視
点
に

立
脚
し
た
地
域
産
学
官
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
榊
築
し
活
動
を
実

施
し
て
い
る
。
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
定
期
的
な
産
学
官
交

流
会
や
ワ
ｉ
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
他
地
域
（
会
津
若
松
、
東
京

都
荒
川
区
等
）
の
企
業
と
米
沢
の
も
の
づ
く
り
企
業
と
の
連
挑
活

動
、
企
業
経
営
者
、
技
術
者
向
け
の
各
種
講
演
会
及
び
研
修
事
業
、

米
沢
江
業
高
校
専
攻
科
へ
支
援
等
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
、
｜
団
体
と
し
て
の
地
域
に
根
ざ
し
た
取
り
組
み

催
他
地
域
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
先
進
的
な
も
の
で
あ
り
、
米
沢



‐

○
特
別
顕
彰

山
木
伝
説
（
米
沢
市
立
第
四
中
学
校
三
年
）
殿

第
三
十
一
回
東
北
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

共
通
４
０
０
Ｍ
優
勝

第
三
十
七
回
全
国
巾
学
校
陸
上
競
技
大
会

男
子
４
０
０
Ｍ
優
勝

産
者
の
意
欲
を
大
き
く
向
ｋ
さ
せ
た
”

斎
藤
佑
介
（
長
井
市
立
長
井
北
中
学
校
二
年
）
殿

平
成
二
十
一
年
度
山
形
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
仙
人
優
勝

平
成
二
十
二
年
度
山
形
県
中
学
校
新
人
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
決
勝
大
会
団
体
優
勝

第
五
回
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ジ
ュ
ー
ー
ァ
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ

Ｕ
皿
ダ
ブ
ル
ス
男
子
優
勝

画

大
久
保
琳
太
郎
（
米
沢
市
立
第
四
中
学
校
二
年
）
殿

第
四
十
二
回
東
北
中
学
校
水
泳
競
技
大
会

男
子
ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
・
２
０
０
Ｍ
平
泳
ぎ
優
勝

第
五
十
回
全
脚
中
学
校
水
泳
競
技
大
会

男
子
１
０
０
Ｍ
平
泳
ぎ
二
位

第
三
十
三
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
カ
ヅ
ブ

夏
季
水
泳
競
技
大
会

咽
１
Ｍ
歳
男
子
帥
Ｍ
・
１
０
０
Ｍ
平
泳
ぎ
優
勝

や 一 一 一 － 2 － － － の 幸
・ず

Ｆ
や
り
厩
配
●
・
貯
岨

龍
辛
辛
一

螺

け為会鰯123IpI定Ｉ総会



○
本
部
総
会
講
演
会

講
師
・
山
形
大
学
教
授
柴
田
孝
氏

リ
ー
ダ
ー
は
現
実
と
向
き
合
っ
て

定
期
総
会
に
引
き
続
き
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。
誰
師
は
山
形
大

学
教
授
（
産
学
連
携
）
柴
田
孝
氏
。
淡
辿
は
「
震
災
後
、
豊
か
な

置
賜
づ
く
り
」
ｌ
大
変
だ
け
ど
大
丈
夫
Ｉ
。

「
こ
れ
ま
で
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
明
治
維
新
と
終
戦
の
二
向

し
か
な
い
。
今
回
の
一
震
災
で
何
が
わ
か
っ
た
か
と
い
う
と
雲
が
晴

れ
て
見
え
て
き
た
だ
け
。
今
は
宝
十
年
後
を
ど
う
見
る
か
だ
。
失

敗
の
原
因
は
現
実
か
ら
目
を
そ
ら
す
こ
と
と
硬
直
化
に
あ
る
。
モ

ノ
が
飽
和
状
態
の
今
は
衰
退
し
て
い
く
の
み
。
リ
ー
ダ
ー
は
現
実

と
向
か
い
合
い
理
解
す
る
力
が
必
要
だ
。
生
き
残
れ
る
企
業
は
時

代
の
変
化
に
対
応
し
て
い
る
。
低
賜
が
活
性
化
す
る
に
は
ソ
フ
ト

を
分
析
し
、
弱
み
を
把
握
す
る
こ
と
。
リ
ー
ダ
ー
の
力
量
が
試
さ

れ
て
い
く
，
’
。




















































































































































































































































































